
 

 

  

福生市環境基本計画実行計画 28 

（平成 28 年度実行計画進捗状況） 
  

 

 

 

◆福生市環境基本計画実行計画 

分野別施策 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１        計画の推進・環境まちづくりの展開‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ Ｐ13 

第１節 自然の保全・再生 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１           第１節 環境教育・学習の推進‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ13 

  １ 自然の水循環、多摩川の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１              

  ２ 都市の自然の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ２               

  第２節 潤い豊かな安心できるまちの創造‐‐‐‐‐‐‐ Ｐ４              

１ 福生らしい景観、資源を活かすまちづくり‐‐‐‐‐Ｐ４               
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 ◆福生市環境基本計画実行計画の策定について 

 

 １ 目的 

この福生市環境基本計画実行計画（以下「実行計画」という。）は、福生市環境基本計画第２期中期実施計画に定める目標及び市の具体的な取り組

みを着実に推進するため、実行計画として策定した。 

 

２ 実行計画の内容等 

（１）本実行計画は、福生市環境基本計画第２期中期実施計画の基本目標達成のための具体的な取り組み事項及びその内容、計画年度等を明らかに

した。 

（２）平成 28年度の実行計画の実施状況、進捗状況を評価し、表中に記載する。 

   【評価基準】 

実施評価 指標評価 

実施できた（100％） Ａ 順調に進んでいる（100％） ① 

おおむね実施できた（80％） Ｂ ほぼ順調（80％） ② 

やや実施できた（50％） Ｃ 多少低調気味（50％） ③ 

未実施 Ｄ 低調 ④ 

  評価せず(年度の数値が取れない場合) ⑤ 

（３）協働事業については★を記載する。 

（４）当該年度以降継続して実施、検討、研究をするものは、「継続」とする。 

（５）当該年度決算の[ ]書きは、福生スクラム・マイナス 50％協議会決算である。 

 

  ３ 推進体制 

（１）本実行計画は、福生市環境事業推進会議が進行管理し、進捗状況を福生市環境審議会に報告し、意見を求める。 

（２）本実行計画の進捗状況については、市のホームページにより市民に公表する。 



平成28年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

1
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

①水質汚
濁防止

19

下水道への油や界面活性
剤、洗車等による汚染物
の混入防止のため、市
民・事業者への啓発を強
化します。雨水枡への汚
濁物質流入を防ぎ河川の
水質を向上させるため、
水の繋がりが意識される
ような表示の設置や情報
発信について検討しま
す。

水質汚
濁防止
の啓発

都市建
設部

施設課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

広報による周知を年2回実施する。 市内事業者に対して下水道法に基づく特
定施設の届出・水質管理を継続して指導
を行った。

A 866,526 下水道 管渠費
下水道
管理費

下水道
管理事

務

2
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

②河川維
持水量の
確保

19

河川維持水量の確保に向
け、関係自治体との連携
やあらゆる機会を捉え
て、継続して関係機関に
働きかけます。

河川維
持水量
の確保
要請

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

河川維持水量の確保に向けて、17区市で
構成する「多摩川整備促進協議会」を通
じて年1回国土交通省へ要望を行う。

河川維持水量の確保について、「多摩川
整備促進協議会」を通じて国土交通省に
要望した。

A 0

河川維持
水量（羽
村取水堰
放流水）

４㎥／秒
（Ｈ27）

４㎥／秒 ⑤

3
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

③湧水の
保護

20

清岩院など拝島段丘の崖
線に連なる湧水群及びそ
の周辺環境保護を図る保
全に向けて、情報収集を
行います。

湧水の
保護の
情報収
集

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

拝島段丘の崖線に連なる湧水群及びその
周辺環境保護に向けて、多摩川沿岸の８
市によって構成される「多摩川由来の崖
線の緑を保全する協議会」に年２回参加
することにより、保全の取組について情
報収集を行う。

「多摩川由来の崖線の緑を保全する協議
会」に２回参加し、保全の取組について
の情報収集を行った。

A 0

4
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

③湧水の
保護

20

市内９か所の湧水につい
て定期的なモニタリング
を実施し、湧水地点の保
護に繋がる情報を蓄積し
ます。また湧水周辺の環
境が適切に維持されるよ
う、管理者・地権者と連
携して対策に取り組みま
す。

湧水地
点水質
調査

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

法政大学山崎ゼミの学生と協働して、湧
水の保全のため、湧水の水質調査を行
う。春夏秋冬の代表月でそれぞれ、湧水
と多摩川の水質検査を行う。実施回数は4
回を予定。

春夏秋冬の代表月でそれぞれ、湧水地点6
箇所と比較試料として多摩川の水質検査
を行った。そのうちの湧水地点1箇所は水
量減少に伴い採水が困難であったため現
場の確認のみを行った。実施回数：4回

A 0
湧水地点
数

９か所
（Ｈ27）

９か所 ９か所 ②

5
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

④地下水
のかん
養・冠水
防止

20

「総合治水」の観点か
ら、一般宅地での雨水浸
透ますの設置助成及び宅
地開発における雨水浸透
施設設置の指導を行いま
す。

地下水
のかん
養・冠
水防止

都市建
設部

施設課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

一般宅地での雨水浸透ます・浸透施設の
設置助成及び、宅地開発における雨水浸
透施設設置の指導を実施する。
28年度雨水浸透施設6件31個、貯留槽11件
を目標とする。

雨水浸透ます3箇所（17個）助成額
447,000円
雨水貯留槽5基　助成額104,000円
昨年度の実績を下回るも、防災計画総合
治水に位置する案件でもあるので、今後
も推進していく。 A 551,000 下水道 管渠費

下水道
整備費

雨水管
渠整備
事業

6
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

④地下水
のかん
養・冠水
防止

20

東京都環境確保条例に基
づき、地下水の揚水量指
導に努めます。 地下水

揚水量
報告事
務

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

東京都環境確保条例に基づき、地下水揚
水量報告書の提出と揚水規制業務、地盤
沈下対策のため適正使用指導を行う。

市内16事業所から地下水揚水量報告書の
提出とともに、適正使用について指導を
行った。

A 0

7
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水循
環・多摩川
の水質・流
量の改善

⑥水循環
の学習促
進

20

多摩川上流水再生セン
ターの見学等により、下
水道や雨水枡と河川の繋
がり、地下水保全等に関
する学習機会を提供しま
す。

水循環
の学習

都市建
設部

施設課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

小学生を対象に平成28年8月9日に下水道
施設見学会（多摩川上流水再生センター
及び小平市ふれあい下水道館）を実施す
る。

下水道の啓発活動として、市内の子ども
を対象に下水道施設見学会を実施。
日時　　　8月9日
見学場所　多摩川上流水再生センター
ふれあい下水道館
参加人数　子ども24名　大人8名 A 0 下水道

下水道
総務費

下水道
管理費

下水道
事務

河川環境
や水循環
に関心を
持ち、生
活の中で
配慮して
いる市民
の割合

― 36.30% ⑤

協
働
事
業

No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名
区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係
先）

年度実施内容

会計区分 管理指標
実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）
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平成28年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

協
働
事
業

No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名
区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係
先）

年度実施内容

会計区分 管理指標
実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

8
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

①水害予
防対策

21

用水堰による堆積土砂の
除去や護岸などの補修・
補強の実施および生態系
に配慮した工法の採用に
ついて、継続して関係機
関に働きかけます。

河川防
災施設
の整備

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

用水堰による堆積土砂の除去や護岸など
の補修・補強の実施および生態系に配慮
した工法の採用について、17区市で構成
する「多摩川整備促進協議会」を通じて
年1回国土交通省へ要望を行う。

堆積土砂の除去や護岸などの補修・補強
の実施および生態系に配慮した工法の採
用について、「多摩川整備促進協議会」
を通じて国土交通省に要望した。

A 0

9
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

②防災意
識の高揚

21

市民の防災意識の高揚に
向けて、防災マップ・ハ
ザードマップの普及や広
報等による平時の情報提
供に努めます。 防災意

識の高
揚

総務部

安全安
心まち
づくり
課

防災
係

継
続

実施場所：安全安心まちづくり課、総合
窓口課
実施方法：窓口来庁者及び市内転入者に
対し随時配布、市政出前講座の依頼に基
づき配布、ホームページへの掲載等

28年度において、窓口等にて配布する防
災マップ・ハザードマップの増刷（1,000
部）を実施した。

A 330,000 消防費 消防費
防災対
策費

災害対
策事業

10
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

③川の自
然観察等
の促進

21

福生水辺の楽校の学習プ
ログラムや多摩川サポー
ターズ等の活動を通し、
川とその周辺の自然環
境、生きものへの親し
み、生物多様性への理解
を深めます。イベント等
の参加者がより主体的に
学習や保全活動などを継
続できるよう働きかけま
す。

福生水
辺の楽
校、多
摩川サ
ポー
ターズ

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

福生水辺の楽校の学習プログラム等を通
し、川とその周辺の自然環境、生きもの
への親しみ、生物多様性への理解を深め
る。
福生水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」（12
回）、「多摩川サポーターズ」（4回）
で、多摩川に生きる生物や植物について
自然観察を行い、多摩川への理解を深め
るプログラムを実施。

多摩川に生きる生物や植物について自然
観察を行い、多摩川への理解を深める体
験学習を実施。雨天プログラムを用意し
たが、雨天中止なし。
福生水辺の楽校“多摩川で遊ぼう”全12
回、参加者660人。福生水辺の楽校“多摩
川サポーターズ”全4回 、参加者120人。

A 1,400,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教
育事業

水生生物
調査によ
る水質判
定階級

Ⅰ（きれ
いな水）

Ⅰ（きれ
いな水）

Ⅰ（きれ
いな水）

①

11
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

④河川環
境保全活
動の推進

21

河川植生の再生を促進す
るため、市民による河川
一斉清掃の実施を支援し
ます。

河川一
斉清掃

都市建
設部

道路公
園課

公園
グ
ルー
プ

★
継
続

河川一斉清掃を実施
・実施場所　多摩川中央公園沿い河川敷
・方　　法　河川敷にあるゴミをビニル
袋やトングを使用して収集
・回　　数　年１回（環境フェスティバ
ル当日に実施）
・関 係 先　国土交通省京浜河川事務所

・実施場所　多摩川中央公園沿い河川敷
・実施日　　6月5日（環境フェスティバ
ルの一環として実施）
・参加者　　113人
・実施量　　可燃ごみ及び不燃ごみ
150kg

A 0

12
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

④河川環
境保全活
動の推進

21

多摩川に残された生育地
において市民、研究者、
行政が協力しカワラノギ
クの絶滅を回避するた
め、保全・復元作業を行
います。

カワラ
ノギク
保全活
動

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

多摩川に残された生育地において市民、
研究者、行政が協力しカワラノギクの絶
滅を回避するため、保全・復元作業を行
う。年4回

カワラノギクの保全･復元をめざす「カワ
ラノギクプロジェクト」の周知及び保全
活動に参加し、河川植生の再生などを支
援。保全活動のボランティア募集広報と
ともに年4回に渡って延べ106名が活動に
参加した。 A 0

13
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の防
災、河川生
態系の保全

⑤多摩川
に関する
学習拠点
の運営

21

多摩川をフィールドとし
た環境学習・研究活動や
情報発信の拠点として、
川の志民館の管理運営を
行います。 川の志

民館管
理

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川をフィールドとした環境学習・研
究活動、自然を大切にする「まちづく
り」への各種活動の展開を目的に学習拠
点施設（川の志民館）の管理を行う。

川の志民館の常時集中監視及び、異常を
感知した際の対応。実施状況を月単位で
報告。利用者1,014人。

A 163,944 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教
育事業

川の自然
観察等へ
の参加者
数

584人
（H26）

680人 780人 ①

14
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

東京都景観保全条例によ
る規制、福生市宅地開発
等指導要綱による指導と
合わせ、保存樹林制度の
継続、緑地保全地区の指
定などにより、樹林地等
の保全と開発抑制を図り
ます。

樹林地
等の開
発抑
制・保
全

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

緑確保の総合的な方針（東京都）に基づ
き樹林地等の保全に努める。
樹林地で開発が行われる場合には、福生
市宅地開発等指導要綱に基づき、緑化や
植樹の指導を行う。

福生市宅地開発等指導要綱に基づき６件
の協議を行い、緑化や植樹の指導を行っ
た。

A 0

市域に占
める空か
ら見た緑
と水の割
合

28.6％
（H25）

現状維持 ⑤
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平成28年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

協
働
事
業

No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名
区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係
先）

年度実施内容
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実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

15
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

福生市の緑を守り育てる
条例に基づき、保存樹林
地区の指定、生垣保存協
定補助を継続します。ま
た、生垣や保存樹林地の
保全活動を所有者以外の
市民が支える方策を検討
します。

保存樹
林地指
定制度

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、
保存樹林地等の指定及び奨励金の交付を
行い、緑を保全する。

保存樹林地等の指定及び奨励金の交付。
宅地介在山林（4件・6筆・2,300㎡）、一
般山林（2件・3筆・669㎡）、保存樹木
（39件・174本）、保存生垣（141件・147
箇所・延長2,930m） A 3,156,637 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

緑化推
進事業

保存樹林
地面積

6,149㎡
（H26）

現状維持 2,969㎡ ③

16
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

福生市の緑を守り育てる
条例に基づき、保存樹林
地区の指定、生垣保存協
定補助を継続します。ま
た、生垣や保存樹林地の
保全活動を所有者以外の
市民が支える方策を検討
します。

生垣保
存協定
補助制
度

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、
生垣の設置にかかる費用を補助し、緑を
保全する。

生垣の設置にかかる申請なし

A 0 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推
進事業

保存生垣
延長

3,143ｍ
（H26）

現状維持 2,930ｍ ③

17
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

①街区公
園等の維
持管理

24

緑の基本計画に基づき、
市街地の身近な公園を適
正に維持管理します。ま
た、公園ボランティア等
の情報交換を促進し、公
園や雑木林における生物
多様性の状況の共有、公
園の特性に応じた管理方
法の検討、活動に対する
支援情報の提供など、公
園ボランティア制度の充
実を図ります。

街区公
園等の
維持管
理

都市建
設部

道路公
園課

公園
グ
ルー
プ

★
継
続

公園ボランティア制度
・概　　要　公園の美化及び清掃等を市
民自らが主体的にボランティアで行う 。
個人・団体に福生市が支援する。
・活動内容　ごみの収集、除草、樹木・
花壇の維持管理、情報提供等
・実施場所　市内公園・児童遊園
・登録人数　418人、11団体（平成28年３
月末現在）
※ホームページに活動状況を定期的に掲
載し、周知に努め、充実を図ります。

・活動内容　ごみの収集、除草、樹木・
花壇の維持管理、情報提供等
・実施場所　市内公園・児童遊園
・登録人数　389人、12団体（平成29年3
月末現在）

B 129,542 土木費
土木管
理費

土木総
務費

公園管
理事務

市と市民
の協働に
よって緑
と水の質
が高めら
れている
場所

43か所
（H25）

49か所
（H35）

38ヶ所 ②

18
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

②自然再
生事業の
展開

24

都市計画公園や都市緑地
などの樹林地や草地など
における萌芽更新など自
然再生の取り組みを推進
します。従来の植生に配
慮し、その場所に適した
手法による保全を進めま
す。行政、市民ボラン
ティア、委託事業者の役
割と作業分担を明確に
し、効果的な取組を進め
ます。

自然再
生事業
の展開

都市建
設部

道路公
園課

公園
グ
ルー
プ

★
継
続

自然再生の取組み
・実施場所　文化の森（福生公園）、加
美上水公園、みずくらいど公園
・方　　法　ボランティア団体による清
掃、下草刈り、樹木剪定、落葉掃き等の
保全活動を行っている。
・回　　数　月１～２回
・実施団体　福生萌芽会、福生加美上水
公園自然塾、水喰土ボランティア
※福生市はこれらの団体に支援し、市民
ボランティアと役割分担を明確にし、効
率的な取組を進めます。

・福生萌芽会：文化の森（福生公園）に
て実施　年12回（平均12名）
・福生加美上水公園自然塾：加美上水公
園にて実施　年32回（平均9人）
・水喰土ボランティア：みずくらいど公
園にて実施　月1回（平均8人）
　※ただし、月１回の活動の他に、花
いっぱい運動や落葉掃きなど随時の活動
もあり。

A 129,542 土木費
土木管
理費

土木総
務費

公園管
理事務

市域に占
める利用
できる水
と緑の割
合

10.3％
（約

106ha）
（H25）

10.9％
（約

112ha）
（H35）

10.3％
（約

106ha）
①

19
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

③生態系
の調査・
研究の推
進

24

東京都アライグマ・ハク
ビシン防除実施計画に基
づき、アライグマとハク
ビシンの捕獲防除を行
い、生態系の保全、農業
被害の予防を図ります。
また、市民と協働した防
除活動のあり方について
検討を行います。

外来生
物防除
委託

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

市民からの情報提供を受けるため定期的
な広報掲載を行うとともに、委託により
アライグマ、ハクビシンの捕獲防除を行
う。

神社、仏閣、蔵、木造住宅の屋根裏等に
住みつくアライグマやハクビシンなどの
外来性動物の捕獲防除を中心に行い、生
態系の保全、農業被害などの防止に努め
た。罠は５箇所に10基を設置。
捕獲実績：アライグマ８匹、ハクビシン
４匹
目撃情報：アライグマ０件、ハクビシン
15件

A 788,400 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務

20
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自然
軸の保全

③生態系
の調査・
研究の推
進

24

地域猫の会の取り組みを
拡大し、飼い主のいない
猫の適正な飼養管理を推
進するとともに、飼い主
のモラル向上を働きかけ
ます。

地域猫
去勢・
不妊手
術費助
成金

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

地域猫の会がモデル地区の飼い主のいな
い猫に対して、給餌や糞尿処理などを行
い、去勢・不妊手術を行い、飼い主のい
ない猫の適正な飼養管理を行っていく。
福生地域猫の会定例会等で情報共有を図
り、地域猫の取り組みが拡大するよう地
域猫制度等のPRに努めるとともに、飼い
主のモラルの向上を働きかける。

団体に去勢・不妊手術費の助成を行っ
た。オス39頭、メス54頭　計93頭
手術申請件数の増により、オス1頭、メス
6頭分計79,000円を流用対応した。
市民団体と協力し地域猫制度等のPRに努
めるとともに、飼い主のモラル向上を働
きかけた。福生地域ネコの会が行った、
学童クラブ及びふっさっ子の広場（14箇
所）へ出向いての動物愛護の啓発活動を
コーディネートした。

A 864,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務
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部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

協
働
事
業
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区
分
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年度実施内容
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実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

21

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

まちづくり景観推進連絡
会などの推進体制によ
り、自然・歴史・文化的
景観資源の保全・活用を
進めます。 景観ま

ちづく
り事業
の推進

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

まちづくり景観推進連絡会を毎月開催す
ることにより、自然・歴史・文化的景観
資源の保全・活用について検討を進め
る。

まちづくり景観推進連絡会を年間14回開
催し、自然・歴史・文化的景観資源の保
全・活用について検討した。また、まち
づくり景観推進連絡会主催でまちづくり
景観フォーラムを１回開催し、平成28年
度の活動報告や意見交換を行った。 A 129,032 土木費

都市計
画費

都市計
画費

都市景
観

事業

地区計画
策定数

２件
（H25）

３件
（H31）

３件 ①

22

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

樹木診断や害虫駆除等の
適切な管理を実施するこ
とにより、多摩川堤防沿
いの桜の長寿命化と保全
を図ります。

多摩川
堤防沿
桜管理

都市建
設部

道路公
園課

公園
グ
ルー
プ

継
続

多摩川堤防沿いの桜の長寿命化と保全を
図る。
・方　　法　多摩川堤防沿桜管理委託に
より剪定等を行う
　　　　　　剪定75本、不要枝剪定162本
・実施時期　平成28年７月～平成29年３
月

多摩川堤防沿いの桜の長寿命化と保全を
図るための措置を行った。ただし、腐朽
して倒木の恐れがある桜については伐採
した。
・実施量　　軽剪定63本、不要枝剪定162
本、大枝切除1本、基本剪定11
　　　　　　本支障枝1本、伐採4本、施
肥1本
・実施時期　平成28年6月～平成29年3月

A 3,672,000 土木費
土木管
理費

土木総
務費

公園管
理事務

23

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

市民ボランティアガイド
による市内文化財ツアー
等の実施により、市民等
を対象とした学習機会を
提供します。

市民ボ
ラン
ティア
文化財
ガイド
事業

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

★
継
続

市内文化財ガイドツアーの実施（年４回
程度）

市内文化財ガイドツアー３回及び古民家
団体見学ガイド複数回実施。

A 20,000 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進

費

保護展
示事業

24

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

②屋外広
告物の規
制

25

違反広告物撤去協力員制
度を継続し、道路沿線の
捨て看板、街中の貼り紙
など景観を阻害する違反
広告物の撤去を進めま
す。

違反広
告物撤
去協力
員制度

都市建
設部

道路公
園課

管理
グ
ルー
プ

★
継
続

市内道路において、違反広告物撤去協力
員に呼び掛け、10月に東京都と共同で、
違反広告物共同除却を実施する。

違反広告物撤去協力員20団体128名
違反広告物自体が年々少なくなってきて
おり、東京都との違反広告物撤去共同除
却は中止とした。

A 0

25

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

町会・自治会による統一
美化キャンペーンを継続
するとともに、廃棄物減
量等推進員の機能強化や
道路美化ボランティア等
との連携について検討
し、ごみが捨てられにく
い環境を維持します。

清潔で
美しい
まちの
維持

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

★
継
続

清潔で美しいまちづくり重点地区を見回
り調査し、清潔で美しいまちづくりの推
進を図っていく。町会・自治会の一斉清
掃を継続する。

清潔で美しいまちづくり事業委託にて市
内清掃と条例周知を行った。週３回、４
人で巡回。町会・自治会一斉清掃実施。
参加人数1,526人。

A 5,215,929 衛生費 清掃費 清掃費

清潔で
美しい
まちづ
くり事

業

福生らし
い景観の
保全に満
足してい
る市民の
割合

43.0％
（H26）

50％
（H32）

⑤

26

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

道路美化ボランティア制
度などにより、市民と協
働した維持管理の拡充を
図ります。

清潔で
美しい
まちの
維持

都市建
設部

道路公
園課

管理
グ
ルー
プ

★
継
続

市内道路において、道路美化ボランティ
ア団体に随時から年数回、道路清掃等を
行ってもらう。道路美化ボランティア団
体からの年度末の活動報告に基づき、道
路清掃に必要な消耗品等の支給を行う。

道路美化ボランティア16団体352名

A 0
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部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

協
働
事
業
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実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

27

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まちづ
くり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

住民の福祉及び連帯意識
を高め地域活性化につな
げるため、町会・自治会
が行う各種事業を支援し
ます。 地域活

性化交
付金事
業

生活環
境部

協働推
進課

協働
推
進・
男女
平等
推進
担当

★
継
続

地域社会におけるコミュニティ組織であ
る町会・自治会が行う各種事業に対し、
交付金を交付する。

32団体　9,009,030円

A 9,009,030 総務費
総務管
理費

協働推
進費

町会等
活動支
援事務

28

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水な
どを活かし
たまちづく
り

①玉川上
水沿いの
遊歩道化

27

国指定史跡文化財「玉川
上水」を市全体の歴史的
環境・自然環境保全のシ
ンボルとして捉え、景観
推進連絡会及び玉川上
水・熊川分水に関わる市
民団体と連携して散策
コースの検討を進めま
す。

玉川上
水沿い
の遊歩
道化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

玉川上水沿いをできるだけ活かした散策
コースについて、市民団体と検討を進め
る。
平成２８年度は、「玉川上水の遊歩道を
考える会」が作成予定のパンフレットを
市内の玉川上水沿い５箇所に設置するこ
とについて、手続き等の助言を行う。

散策コースについて、引き続き市民団体
と検討している。
また、「玉川上水の遊歩道を考える会」
が作成したパンフレットを市内の玉川上
水沿いに設置することについて協力をし
た（２箇所）。 B 0

29

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水な
どを活かし
たまちづく
り

②散策路
のネット
ワーク化

27

緑の多い安心して歩ける
道、玉川上水や熊川分水
をはじめとする歴史的・
自然的景観資源と市街地
を結ぶことで、福生の自
然・歴史に親しみながら
市内に賑わいを生み出す
散策ルートを検討し、発
信します。

散策路
のネッ
トワー
ク化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

玉川上水や熊川分水をはじめとする歴史
的・自然的景観資源と市街地を結ぶ散策
ルートについて、市民団体と検討を進め
る。

散策ルートについて、引き続き市民団体
と検討している。

B 0

30

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水な
どを活かし
たまちづく
り

②散策路
のネット
ワーク化

27

緑の多い安心して歩ける
道、玉川上水や熊川分水
をはじめとする歴史的・
自然的景観資源と市街地
を結ぶことで、福生の自
然・歴史に親しみながら
市内に賑わいを生み出す
散策ルートを検討し、発
信します。

散策路
のネッ
トワー
ク化

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

まち
の魅
力創
造グ
ルー
プ

新
規

多摩・島しょ地域への観光客の誘客促進
を目的として、市内駅前８箇所を毎年順
番に観光案内板を書き換えている。公園
グループでも同様の散策ルートを策定し
ており、既存のルートと差別化を図りつ
つ、市内の和洋の文化を活かした散策
ルートを構築していく。

多摩・島しょ地域への観光客の誘客促進
を目的として、市内駅前８箇所を毎年順
番に観光案内板を書き換えている。28年
度については東福生駅東口の観光案内板
の書替を実施した。

A 429,840 商工費 商工費 商工費
まちの
魅力推
進事業

31

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水な
どを活かし
たまちづく
り

③熊川分
水を活か
すまちづ
くり

27

熊川分水の保存や水辺の
環境整備、安全な歩行空
間づくりのモデル的な取
り組みを実施し、熊川分
水の保全に努めます。

熊川分
水を活
かすま
ちづく
り

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

熊川分水の土地所有者より無償使用承諾
を受け、市が管理改修を行う「熊川分水
保全事業」を実施する。
平成２８年度は２箇所を目標とする。

熊川分水の土地所有者より無償使用承諾
を受けた部分について、市が管理改修を
行う「熊川分水保全事業」を実施し、協
定を締結した（１件）。

B 280,800 土木費
都市計
画費

都市計
画費

都市景
観事業

熊川分水
の保全予
定区間に
おける協
定締結数

２か所 ６か所 ３か所 ②

32

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水な
どを活かし
たまちづく
り

③熊川分
水を活か
すまちづ
くり

27

熊川分水の保存や水辺の
環境整備、安全な歩行空
間づくりのモデル的な取
り組みを実施し、熊川分
水の保全に努めます。

熊川分
水を活
かすま
ちづく
り

都市建
設部

道路公
園課

道路
グ
ルー
プ

継
続

熊川分水保全事業の実施状況に基づき、
整備を検討する。

維持補修を実施した。（２箇所）

A 0
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働
事
業
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施
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指
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評
価
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33

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心できる
道路・都市
施設の整備

①バリア
フリーの
推進

28

バリアフリー推進計画に
基づき、関係機関等と連
携して公共施設、公園、
道路、公共交通など、ま
ちのバリアフリーを総合
的に進め、誰もが安心し
て生活し、移動できる都
市づくりを目指します。

バリア
フリー
の推進

福祉保
健部

社会福
祉課

庶
務・
福祉
計画
担当

継
続

管理指標を念頭に、もくせい会館建築事
業におけるバリアフリー化の推進を図
る。

当該事業の関係課に対し、情報提供等を
通じて、バリアフリーに対する意識啓発
を行った。

A 0

公共施設
のバリア
フリー化
率

５／16施
設（H25）

８／16施
設（H31）

６／16施
設

①

34

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心できる
道路・都市
施設の整備

②中心商
業地区の
安全化・
快適化

28

商工会と連携した経営支
援及び創業支援、商店街
等で実施されるイベント
の支援、商店街を含む回
遊型観光の情報発信など
を通じて、商店街の振興
を図ります。

中心商
業地区
の安全
化・快
適化

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

★
継
続

コミュニティビジネスセミナーの実施（1
セミナー）や立川・昭島・福生の三市連
携で行う創業支援（セミナー15回）を行
う中でコミュニティビジネスに相当する
創業者に対し、補助を実施する。

コミュニティビジネスセミナーの実施（1
セミナー６回講座：延べ35名）や立川・
昭島・福生の三市連携で行う創業支援
（セミナー15回）を実施し、創業に対す
る機運を高めるとともに創業スキルの向
上を図った。コミュニティビジネスに相
当する創業者に対する補助については平
成28年度の新規希望者はなく、平成27年
度補助決定者の継続補助のみとなった。

A 840,200 商工費 商工費 商工費

商工業
振興事
業（コ
ミュニ
ティビ
ジネス
支援事
業補助
金）

コミュニ
ティビジ
ネスの新
規創業数
（累計）

２件
（H26）

８件
（H32）

４件 ②

35

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心できる
道路・都市
施設の整備

③生活道
路の安全
化

28

地域や警察署と連携し、
交通規制、道路構造の改
善など様々な工夫によ
り、生活道路の安全化を
推進します。

生活道
路の安
全化

都市建
設部

道路公
園課

道路
グ

ルー
プ

継
続

福生警察署と連携して通学路点検を実施
し、信号機等の設置を検討する。

安全安心まちづくり課と調整して、熊川
地内スーパーバリューに信号機設置、熊
川地内五丁橋前交差点に歩行者用信号機
設置、本町通りとわらつけ街道交差点隅
切りに信号機移設を行った。 A 0

バリアフ
リー対応
歩道の市
道延長

狭あい道
路路線数

6,788ｍ
（H25）

279路線
（Ｈ26）

8,859ｍ
（H31）

274路線
（Ｈ31）

8,698ｍ

279路線

①

②

36

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心できる
道路・都市
施設の整備

④耐震化
の促進

29

耐震改修促進計画に基づ
き、市内の建物の耐震化
を進めます。

市内の
建物の
耐震化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

昭和56年以前に建築された木造住宅に対
し、耐震診断及び耐震改修の費用の一部
を助成する。
平成28年度は耐震診断５件、耐震改修２
件を目標とする。

昭和56年以前に建築された木造住宅１件
に対し、耐震診断費用の一部を助成し
た。

C 97,000 土木費
都市計
画費

都市計
画費

都市計
画事業

37

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

①住宅や
事業所な
どの緑化

30

緑あふれる市街地形成の
ため、宅地開発等指導要
綱に基づく事業者への指
導を行うとともに、地区
計画等による地域の緑化
を促進します。

住宅や
事業所
などの
緑化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

福生市宅地開発等指導要綱に基づき、該
当の開発行為には、敷地の一部を緑化す
るよう指導を行う。

福生市宅地開発等指導要綱に基づき６件
の協議を行い、うち該当する３件につい
て、敷地の一部を緑化するよう指導を
行った。

A 0 緑視率
約３％
（H25）

約８％
（H35）

⑤

38

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

②公共施
設等の緑
化

30

公共施設については可能
な限り緑地を確保すると
ともに、緑化を推進しま
す。国や都の公共施設に
おける積極的な緑化を要
請します。

公共施
設等の
緑化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

公共施設については、可能な限り緑地を
確保するとともに、緑化を推進する。
緑の基本計画に基づき保全に努める。

緑の基本計画に基づき保全に努めた。

A 0

39

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

③生産緑
地の保
全・活用

30

農業振興計画に基づき、
生産緑地など農地を保全
するとともに、営農への
意欲向上を図るなど都市
農業への支援策を検討し
ます。

農業委
員会事
務

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

継
続

くるみるふっさで地場産野菜等の直売を
実施し、農業者の販路拡大とＪＡ直売所
のＰＲを図る。

くるみるふっさ、農業委員会、西多摩農
協福生市店野菜部会により平成28年7月か
らくるみるふっさで毎月第3土曜に地場産
野菜の直売を開始し、農業者の販路拡大
と福生の農、ＪＡ直売所のＰＲを実施し
た。 A 3,708,000

農林水
産業費

農業費 農業費

農業委
員会事
務（委
員報
酬）

市域にお
ける農地
の減少率

年平均
３％

（H12-
22）

年平均
２％

（H23-
32）

年平均
3.2％
（H23-
28）

②
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施
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指
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40

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

④花や緑
のあるま
ちづくり

30

花いっぱい運動など市民
団体や町会・自治会によ
る取り組みを支援すると
ともに、花苗の生産委託
により市内農家の支援を
継続します。

ふっさ
花いっ
ぱい運
動委託

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

ふっさ花とみどりの会へ委託し、花いっ
ぱい運動（春・秋の2回）に合わせた花植
えやコンテストを行う。（コンテスト等
一部については福生スクラム・マイナス
50％協議会事業として行う）

花と緑のあるまちづくりのため、ふっさ
花とみどりの会へ委託し、花いっぱい運
動を行い、コンテストを実施した。（春
と秋に2回）
ふっさ花とみどりの会の活動による花
いっぱいに満ちあふれたまちづくり事業
を実施。（多摩川中央公園フラワーゾー
ン）

A
732,000

[36,856]
衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

緑化推
進事業

41

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

④花や緑
のあるま
ちづくり

30

花いっぱい運動など市民
団体や町会・自治会によ
る取り組みを支援すると
ともに、花苗の生産委託
により市内農家の支援を
継続します。

花壇管
理委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川中央公園、長徳寺崖線、福生野球
場内、南田園二丁目の花壇を管理し花や
緑あふれるまちづくりを展開する。

花や緑あふれるまちづくりを展開するた
め、花壇管理を行った。福生野球場植込
み地管理工46㎡×6回、長徳寺段下花壇管
理工70㎡×３回,100㎡×1回、多摩川中央
公園花壇管理工405㎡×4回、南田園二丁
目花壇管理工262㎡×2回

A 410,400 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推
進事業

42

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな優
れた居住環
境づくり

④花や緑
のあるま
ちづくり

31

花いっぱい運動など市民
団体や町会・自治会によ
る取り組みを支援すると
ともに、花苗の生産委託
により市内農家の支援を
継続します。

草花苗
生産委
託

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

継
続

花いっぱい運動にかかる町会等団体へ配
布する草花苗を市内農業者により生産を
行い農業振興、農業者支援を行う。

花いっぱい運動にかかる町会等団体へ配
布する草花苗を市内農業者により生産を
行い農業振興、農業者支援を行った。
（春：サルビア8,600株、ペチュニア
8,700株、マリーゴールド18,400株　秋：
パンジー・ビオラ各15,700株、葉ボタン
7,700株）

A 7,556,900
農林水
産業費

農業費 農業費

農業振
興事業
（草花
苗生産
委託
料）

43

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発生
抑制・処理
負担の適正
化

①ごみを
減らす生
活の呼び
かけ

31

ごみ問題や取り組み成果
の情報を分かりやすく発
信するとともに、ごみの
発生抑制につながる消費
行動や事業活動を呼びか
けるため、市民の目に届
く手法を工夫します。

ごみを
減らす
生活の
呼びか
け

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

ごみの発生抑制のため、無駄なものは断
る・買わないから始め、大切に使うこ
と、不要となった場合の有効利用を考慮
した消費行動・事業活動を、広報ふっ
さ、清掃だより等により呼びかける。

広報ふっさ(毎月15日号)にて、ごみ、資
源収集情報を掲載。さらに、清掃だより
にてごみ減量を呼び掛けした。

A 774,876 衛生費 清掃費 清掃費
清掃事

務

ごみ排出
量（資源
ごみを除
く）
（１人１
日当たり
ごみ排出
量）

16,277ｔ
（760.9g

）

15,000ｔ
（H31）
（728.7
ｇ）

16,026ｔ
（748.7
ｇ）

②

44

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発生
抑制・処理
負担の適正
化

②事業系
一般廃棄
物の減量

31

事業系一般廃棄物処理計
画の指導や収集段階での
直接指導により、事業者
の排出責任に対する理解
を深めます。拡大生産者
責任に基づく事業者責任
の強化・明確化など自治
体に配慮した制度の着実
な実施を関係機関に要請
します。

事業系
一般廃
棄物の
減量

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

事業系一般廃棄物処理計画書の指導など
事業活動に伴う一般廃棄物の効果的な排
出抑制につながるレジ袋削減、簡易な包
装などごみになるものの削減の工夫や減
量を、事業所に対して呼びかける。ま
た、拡大生産者責任に基づく事業者責任
の強化・明確化を関係機関へ要請。

各事業所から事業系一般廃棄物処理計画
書を提出していただくことにより、ごみ
減量と資源化を呼び掛けた。また、拡大
生産者責任の明確化と「EPR(生産者責任)
法」の整備について国に要請されたい旨
東京都市長会に継続要望した。

A 0

45

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発生
抑制・処理
負担の適正
化

③ごみに
関する学
習機会の
提供

31

ごみ問題の理解やごみを
出さない暮らし方に関す
る継続的な学習を推進す
るため、副読本を作成し
小学校での活用を推進し
ます。

ごみに
関する
学習機
会の提
供

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

小学生を対象とした環境教育の推進。小
学校４年生の社会科学習に活用するため
「ごみのゆくえ」を作成する。

社会科の授業の副読本として１小から７
小へ445部配布した。

A 96,552 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減
量対策
事業
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46

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・適
正処理のた
めのシステ
ム構築

①分別に
よる資源
化

32

ごみの適切な資源化・処
理が行われるように、排
出時点での混入を防止す
るため分別・収集区分を
明確化します。新たな資
源化品目の追加について
検討します。

分別に
よる資
源化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

ごみの適切な資源化・処理が行われるよ
うにごみ分別の徹底及び資源化の検討。
廃棄物減量監視事業の実施。

平成26年4月から全てのごみ・資源を自宅
及び集積所から排出することにより、ご
みの分別の徹底を図った。廃棄物減量監
視事業を年4回実施。

A 63,628 衛生費 清掃費 清掃費
収集運
搬事業

総資源化
率

37.0%
42.0％
（H31）

35.50% ③

47

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・適
正処理のた
めのシステ
ム構築

②バイオ
マス資源
化

32

剪定枝についてはリサイ
クルセンターにおける回
収、資源化の周知に努
め、リサイクルシステム
の確立を目指します。生
ごみについては福生市に
適した活用方法について
引き続き検討します。

バイオ
マス資
源化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

生ごみの堆肥化や剪定枝の資源化に向け
た収集・資源化等処理方法を研究し、有
効利用されるよう努める。環境フェス
ティバルにおいて、コンポスト等の周知
により、生ごみの堆肥化の啓発、生ごみ
処理機器購入費補助。

市民から分別収集した剪定枝を資源化し
た。(18t)
生ごみ堆肥化容器を貸与した。(10基)
生ごみ処理機器購入費補助を実施した。
（10件）

A
713,055
422,078

衛生費 清掃費 清掃費

中間処
理事業
ごみ減
量対策
事業

48

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・適
正処理のた
めのシステ
ム構築

③地域リ
サイクル
システム
の強化

32

市民・事業者等による地
域での再使用の促進や資
源リサイクルシステムの
強化に努めます。 地域リ

サイク
ルシス
テムの
強化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

資源回収実施団体報償金制度を継続し、
地域リサイクルシステムを強化する。

資源回収実施団体に対し報償金を交付し
た。資源回収実施団体79団体、実施回数
989回

A 14,950,503 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減
量対策
事業

49

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・適
正処理のた
めのシステ
ム構築

③地域リ
サイクル
システム
の強化

32

市民・事業者等による地
域での再使用の促進や資
源リサイクルシステムの
強化に努めます。

フリー
マー
ケット

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

★
継
続

市民団体等が実施するフリーマーケット
の開催について広報・ＨＰによる周知支
援を行う。

市民団体が実施した各フリーマーケット
（フレンドシップパークフリーマーケッ
ト、熊川フリーマーケット）の開催につ
いて広報（3回）・ＨＰによる周知を行っ
た。

A 0

50

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・適
正処理のた
めのシステ
ム構築

④適正な
中間処
理、最終
処分の推
進

32

エコセメント化など、最
終処分場の延命化を進め
るとともに、有害ごみ等
の処分の適正さを確保す
る監査に努めます。ま
た、焼却処分を行ってい
たし尿処理について、今
後堆肥化を検討していき
ます。

適正な
中間処
理・最
終処分
の推進

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

埋め立てごみを減らすためにリサイクル
センターでの選別の徹底、資源化の検
討。

埋め立てごみを減らすためにリサイクル
センターでの選別の徹底、資源化の検討
を図った。

A 0
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51

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

①地球温
暖化対策
の枠組み
の明確化

33

地球温
暖化対
策の枠
組みの
明確化

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

市域の温室効果ガス排出量は、オール東
京62市区町村共同事業が公表する最新の
推計データを利用し進捗管理を行う。ま
た、市有施設の温室効果ガス排出量は、
「第3次福生市地球温暖化対策実行計画」
に基づき進捗管理を行う。

オール東京62市区町村共同事業が公表す
る最新の推計データを利用し、市域の温
室効果ガスの進捗管理を、「第3次福生市
地球温暖化対策実行計画」に基づき、市
有施設の温室効果ガス排出量の進捗管理
を実施した。 A 0

市民一人
当たりの
CO2排出
量（横田
基地分を
除く民生
家庭部
門）

1,189kg-
CO2

（H24）
784kg-CO2

1,153kg-
CO2

②

52

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

①地球温
暖化対策
の枠組み
の明確化

33

福生市
環境マ
ネジメ
ントシ
ステム
（Ｆ-
ｅ）

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

福生市環境マネジメントシステム（Ｆ－
ｅ）により地球温暖化対策を進める。
（「Ｆ－ｅ」は平成20年度から運用する
LAS-Eを土台とした市民と協働したマネジ
メントシステム。）
福生市環境マネジメントシステム（Ｆ－
ｅ）の効果的な運用のために、市民監査
委員とともにシステムの見直しを随時
図っていく。

市民監査委員を含む監査チームによる本
監査（平成29年1月31日から2月2日）の
他、環境推進委員会（3回）、目標設定
チーム会議（1回）、環境マネージャー会
議（2回）、監査チーム会議（3回）の各
種会議を実施し、地球温暖化対策の推進
を図った。
Ｆ－ｅ研修として新人研修会（1回）、全
職員対象の職員研修会（2日間、全8
回）、監査直前説明会を実施。
市民監査委員：11名

A 774,800 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務

市有施設
の温室効
果ガス排
出量（市
地球温暖
化対策実
行計画）

3,967,567
kg-CO2
（H26）

4,190,723
kg-CO2

4,050,184
kg-CO2

②

53

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

みどり
のカー
テン大
作戦

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

みどりのカーテンを推奨、促進するた
め、ゴーヤの苗の配布、講習会等を実施
し、みどりのカーテンの普及に努める。
（福生スクラムマイナス50％協議会事
業）

ふっさ環境フェスティバルでゴーヤの苗
配布（800ポット）及びみどりのカーテン
講習会を実施し、市民のみどりのカーテ
ンへの取組みを支援した。
みどりのカーテンコンテスト表彰式を11
月10日実施、13組応募。 A [140,067]

54

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

福生ま
ちなか
涼み
処、福
生まち
なか温
み処

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

家庭での節電を奨励するとともに、公共
施設において市民が涼み(温まり)、交流
できるスペースを確保し、市民の利用を
促す。各施設は、市民が気軽に、気兼ね
なく過ごせる工夫をする。公共施設10箇
所で実施予定。

家庭での節電対策として、夏季は「福生
まちなか涼み処」、冬季は「福生まちな
か温み処」を公共施設10箇所で実施し
た。

A 0

55

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

家庭の
省エネ
ルギー
情報発
信

生活環
境部

環境課
環境
係

★
新
規

家庭のCO2削減啓発事業として、市民向け
の啓発パンフレットを作成し、12月の
「地球温暖化防止月間」に合わせて啓発
活動を行う。

12月の「地球温暖化防止月間」に合わせ
て12月3日（土）に家庭の省エネセミナー
を実施。12月14日（水）には、市役所ロ
ビーにて地球温暖化防止キャンペーンを
実施。展示や環境クイズ、省エネパンフ
レットを配布した。
ふっさ環境市民会議と協働で実施。

A [124,200]

56

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

子ども
家庭部

子ども
育成課

子ど
も育
成係

継
続

児童館において、みどりのカーテンの実
施などを行い、緑化を推進する。

みどりのカーテンの実施、花いっぱい運
動コンテストへの参加及び農業体験事業
の実施により、緑化を推進した。

A 0

地球温暖化対策実行計画
に基づき、公共施設にお
けるエネルギー利用の効
率化を推進します。福生
市市有施設省エネル
ギー・再生可能エネル
ギー推進指針の徹底を図
り、公共施設の新改築、
大規模改修、設備更新時
における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再
生可能エネルギーへの転
換を進め、実施状況の把
握を行います。
市民、事業者における省
エネルギーの促進、ク
リーンエネルギーへの転
換を支援するため、継続
的な情報提供やみどりの
カーテンコンテスト等の
キャンペーン展開に努め
ます。

市域の温室効果ガス排出
量は、オール東京62市区
町村共同事業が公表する
最新の推計データを利用
し進捗管理を行います。
また、市有施設の温室効
果ガス排出量は、市地球
温暖化対策実行計画に基
づき、進捗管理を行いま
す。エネルギー需給構造
やエネルギー制度改革な
どの大きな社会情勢の変
化や市の重点政策（定住
化促進、再開発等）の成
果を踏まえて、市のエネ
ルギー政策の長期的方向
性について情報収集を行
います。
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57

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

34

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

総務部
契約管
財課

管財
係

新
規

建設中のもくせい会館は、太陽光発電設
備を設置し１時間当たり５kwの発電を行
い、再生可能エネルギーへの転換を推進
する。また、LED電灯や人感センサーの照
明を使用することにより、消費電力の抑
制を図ることや植栽をすることによる緑
化を進め、地球温暖化対策を図る。

もくせい会館について、地球温暖化対策
を考慮した建設を行った。

A 202,656,569 総務費
総務管
理費

一般管
理費

もくせ
い会館
建設事

業

58

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

35

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

子ども
家庭部

子ども
家庭支
援課

子ど
も家
庭支
援セ
ン
ター

新
規

平成28年度に市民が利用するふれあいひ
ろばや地域活動室などの改修工事の際、
照明器具についてＬＥＤ化を図る。

平成28年度に市民が利用するふれあいひ
ろばや地域活動室などの改修工事の際、
照明器具について全てＬＥＤ化を図っ
た。
予定していた工事は100％完了した。

A 2,774,520円 民生費
児童福
祉費

子ども
家庭支
援費

子育て
ひろば
事業

59

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

35

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

都市建
設部

施設課

建築
グ
ルー
プ

継
続

平成27年度から継続して実施されている
防災食育センター整備工事において、ガ
スコージェネレーションシステム、ＬＥ
Ｄ照明を新設する。

平成27年度から29年度債務負担行為とし
て29年度の供用開始を目指して、事業を
進めており、平成28年度については計画
通り工事が進捗している。

A 1,599,800,000 消防費 消防費
防災対
策費

防災食
育セン
ター整
備事業

費

60

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

36

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

都市建
設部

施設課

建築
グ
ルー
プ

継
続

学校体育館非構造部材落下防止対策事業
　　体育館照明器具のＬＥＤ化
　　　対象校：４小、５小、２中、３中

・学校体育館非構造部材落下防止対策事
業
　　体育館照明器具のＬＥＤ化
　　　対象校：４小　24台
　　　　　　　５小　24台
　　　　　　　２中　39台
　　　　　　　３中　25台

A 33,588,000 教育費

小学校
費

中学校
費

学校施
設費

体育館
非構造
部材落
下防止
対策事

業

61

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

37

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

教育部
教育総
務課

学校
施設
係

継
続

27年度から継続して実施されてきた体育
館非構造部材落下防止対策事業におい
て、体育館照明のLED化の実施。28年度
は、第四小学校、第五小学校、第二中学
校、第三中学校の計４校を実施予定。

28年度は、第四小学校、第五小学校、第
二中学校、第三中学校の計４校を実施
済。

A 339,375,199 教育費

小学校
費

中学校
費

学校施
設費

小学校
体育館
非構造
部材

落下防
止対策
事業

62

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

省エネ
ルギー
の促
進、ク
リーン
エネル
ギーへ
の転換

教育部
スポー
ツ推進
課

ス
ポー
ツ推
進係

新
規

市内テニスコート照明器具のLED化を行
う。長寿化を図るとともに省エネルギー
の促進を図るための工事を２か年で計
画・実施する。なお状態の悪い（設置年
数の古い）武蔵野台テニスコート、市営
競技場テニスコートの順に行うもの。

平成28年度は老朽化がより進行していた
武蔵野台テニスコートの照明器具ＬＥＤ
化を実施し、以前よりも明るくなったこ
とから、利用者からの評判はよい。ＣＯ2
削減量、電気料金の削減効果は様子を見
ていく。

A 30,780,000 教育費
保健体
育費

スポー
ツ推進

費

テニス
コート
管理事

務

63

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

③省エネ
カーの普
及

34

自動車交通による大気汚
染物質、温室効果ガスの
排出を低減するため、公
用車における省エネカー
導入を積極的に進めま
す。

省エネ
カーの
普及

総務部
契約管
財課

管財
係

継
続

環境に配慮したハイブリッド車への買替
えを予定している。

平成28年度中に環境に配慮したハイブ
リッド車を１台購入した。今後も引き続
き環境配慮した公用車の購入に努める。

A 4,790,000 総務費
総務管
理費

一般管
理費

車両管
理事務

地球温暖化対策実行計画
に基づき、公共施設にお
けるエネルギー利用の効
率化を推進します。福生
市市有施設省エネル
ギー・再生可能エネル
ギー推進指針の徹底を図
り、公共施設の新改築、
大規模改修、設備更新時
における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再
生可能エネルギーへの転
換を進め、実施状況の把
握を行います。
市民、事業者における省
エネルギーの促進、ク
リーンエネルギーへの転
換を支援するため、継続
的な情報提供やみどりの
カーテンコンテスト等の
キャンペーン展開に努め
ます。
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施
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64

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

③省エネ
カーの普
及

34

電気自動車の普及促進の
ため、電気自動車用急速
充電器利用サービスを周
知し、利用者の拡大を図
ります。

電気自
動車用
急速充
電器保
守委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

電気自動車の普及・促進のため、電気自
動車用急速充電器を24時間利用可能な
サービスを提供する。

電気自動車用急速充電器を24時間一般開
放し、地球温暖化対策として電気自動車
の普及を目的として運用を図った。　利
用回数：45回

A 270,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務

65

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使
用の促進を目指し、自転
車のまちづくりに取り組
みます。

自転車
のまち
づくり

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

都市計画マスタープランに基いて、検討
を進める。
平成28年は、東福生駅に自転車駐輪場を
新たに開設する。

東福生駅に新たに自転車駐輪場を開設し
た。

A 1,184,920 総務費
総務管
理費

地域安
全対策

費

自転車
等駐車
場管理
事務

66

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使
用の促進を目指し、自転
車のまちづくりに取り組
みます。

自転車
のまち
づくり

都市建
設部

道路公
園課

管理
グ
ルー
プ

継
続

警察と協議し、自転車ナビマークの設置
を推進していく。

市道幹線Ⅱ－18号線、市道幹線Ⅱ－20号
線、市道幹線Ⅱ－19号線、市道幹線Ⅱ－2
号線に設置した。

A 0

67

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使
用の促進を目指し、自転
車のまちづくりに取り組
みます。 サイク

ルシェ
アリン
グ事業

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

くるみる ふっさを軸とした「まちなかも
てなし事業」としてサイクルシェアリン
グの運営を継続する。※予算は環境課所
管分のサイクルシェアリング委託料（ま
ちなかおもてなし事業は委託により実施
し、ｼﾃｨｰｾｰﾙｽ推進課と環境課の共同事
業）

サイクルシェアリング（たっけー☆☆サ
イクル）を実施。貸出返却拠点：5箇所
（くるみるふっさ、福生駅西口、牛浜駅
東口、拝島駅北口、福祉センター）、会
員：651名、シェアリング利用：3,226
回、一時利用：144回 A 5,735,160 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務

68

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に
利用できるまちづくりを
目指し、放置自転車対策
に取り組みます。都と連
動した駅前放置自転車ク
リーンキャンペーンや商
店街への協力要請、市内
の放置自転車集中箇所に
おける情報収集等を進め
ます。

駅前放
置自転
車ク
リーン
キャン
ペーン

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

年３回　春、秋、冬に実施。（福生駅、
牛浜駅、拝島駅）

4月11日　牛浜駅
4月12日　拝島駅
7月11日　東福生駅
10月25日　福生駅
で実施

A 0

69

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に
利用できるまちづくりを
目指し、放置自転車対策
に取り組みます。都と連
動した駅前放置自転車ク
リーンキャンペーンや商
店街への協力要請、市内
の放置自転車集中箇所に
おける情報収集等を進め
ます。

放置自
転車等
対策関
係委託

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

通年において、指導、撤去、保管業務を
委託。

指導　1,985台
撤去　747台
返還　498台

A 14,852,941 総務費
総務管
理費

地域安
全対策

費

放置自
転車対
策事務
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施
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70

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に
利用できるまちづくりを
目指し、放置自転車対策
に取り組みます。都と連
動した駅前放置自転車ク
リーンキャンペーンや商
店街への協力要請、市内
の放置自転車集中箇所に
おける情報収集等を進め
ます。

自転車
のまち
づくり

都市建
設部

道路公
園課

管理
グ
ルー
プ

継
続

道路上の通行に支障となり、放置された
自転車について、道路法に基づき、随時
撤去を行う。

駅周辺３００ｍを除く地域の放置自転車
63台を回収した。

A 0

71

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車の安全な利用と自
転車のまちづくりについ
て利用者の視点から考え
るきっかけづくりのた
め、主に児童生徒を対象
に学習機会を提供しま
す。

自転車
の安全
教室

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

中学校において、スタントマンが事故現
場を再現する交通安全教室を実施する。
なお、28年度においては、第二中学校に
おいて実施 予定。

中学生交通安全教室　6月11日　福生第二
中学校で実施

A 257,040 総務費
総務管
理費

地域安
全対策

費

交通安
全対策
事務

72

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

⑤公共交
通の利用
促進

34

鉄道・バスの利便性向上
に向けた働きかけを継続
し、公共交通の利用促進
を目指します。

公共交
通の利
用促進

企画財
政部

企画調
整課

基
地・
渉外
担当

継
続

ＪＲを含む公共交通機関の利用促進のた
め、利便性向上等、関係する協議会等を
通じて要請する。

ＪＲへの要望活動（４回）※決算額は関
係する協議会等負担金

A 63,000 総務費
総務管
理費

企画調
整費

渉外事
務

73

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖化
対策への取
り組み

⑥気候変
動への適
応

34

国の気候変動適応計画の
策定動向を踏まえ、気候
変動適応策の検討に向け
た情報収集を行います。

気候変
動への
適応

生活環
境部

環境課
環境
係

新
規

国や都の気候変動に関する情報の収集に
努める。

国や都をはじめ、気候変動に関する情報
収集に努めた。

A 0

74

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査
により実態を把握し、対
策の基礎とするととも
に、原因者への指導の徹
底、市民・事業者への啓
発を行います。また、横
田基地における騒音被害
を低減する要請を継続し
ます。

各種苦
情処理

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

騒音、振動、悪臭などの原因元への指
導、生活公害の防止を行い、各種苦情処
理について丁寧かつ適切に対応してい
く。

市民からの苦情について、現場対応を含
め迅速に丁寧に対応した。（147件）

A 0
環境基準
達成率

別掲 別掲 別掲 ②

75

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査
により実態を把握し、対
策の基礎とするととも
に、原因者への指導の徹
底、市民・事業者への啓
発を行います。また、横
田基地における騒音被害
を低減する要請を継続し
ます。

各種分
析委託
（公
害）

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川及び下水道（雨水管）で定期的な
測定調査・分析を実施する（年8回8箇
所）、浮遊粉じん等採取用の機材の設置
を行い、3日間計測の後に分析を行う、
燃料油（イオウ分）3検体について油中の
硫黄の含有量を分析する、 大気汚染調査
（二酸化窒素）12検体の分析をする、工
場排水1ヶ所において排水基準等項目の分
析を行う、 地下水汚染調査で市内10ヶ所
について環境項目等項目の分析を行う、
横田基地より流入している雨水管3ヶ所に
ついて環境項目・健康項目等項目の分析
を行う。

福生市環境基本条例第8条第1号に基づ
き、市内における公害の防止のため、各
種調査を行った。
・大気汚染調査
　浮遊粒子状物質量及び浮遊粒子状物質
中に含まれる重金属量（市内4箇所）、
　燃料に含まれるイオウ分（3事業所）、
二酸化窒素（市内12地点）
・水質調査
　河川及び下水道（雨水管）（8箇所年8
回）、地下水（市内10箇所）、工場排水
（1箇所）、雨水管（横田基地流入分3箇
所）

A 1,848,960 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対
策事業
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施
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76

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査
により実態を把握し、対
策の基礎とするととも
に、原因者への指導の徹
底、市民・事業者への啓
発を行います。また、横
田基地における騒音被害
を低減する要請を継続し
ます。

航空機
騒音測
定器保
守委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

横田基地における航空機騒音を測定する
ために、年2回、正常に測定できているか
点検を委託する（市役所屋上・誘導灯付
近）。

市役所屋上・誘導灯付近の航空機騒音測
定器の点検を2回実施し、正常に作動して
いることを確認した。

A 340,200 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対
策事業

77

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査
により実態を把握し、対
策の基礎とするととも
に、原因者への指導の徹
底、市民・事業者への啓
発を行います。また、横
田基地における騒音被害
を低減する要請を継続し
ます。

自動車
騒音調
査等委
託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

(常時監視)：市内でセンサス区間に指定
されている幹線道路20箇所（1箇所は毎
年）の自動車騒音調査を5箇年以内にすべ
て行う。環境省に提出する自動車交通騒
音対策の資料とする。
(要請限度)：「騒音規制法第17条第1項の
規定に基づく指定地域内における自動車
騒音の限度を定める省令」「振動規制法
施行規則第12条」に基づき処理する。
自動車騒音調査(常時監視)：5箇所
自動車騒音調査(要請限度)：5箇所

騒音規制法第18条に基づき、市内でセン
サス区間に指定されている幹線道路の自
動車騒音調査を5箇所行った。(常時監視)
「騒音規制法第17条第1項の規定に基づく
指定地域内における自動車騒音の限度を
定める省令」「振動規制法施行規則第12
条」に基づき処理し、騒音調査について3
日間、振動調査・交通量調査について1日
間の自動車騒音調査を5箇所で行った。
(要請限度)

A 1,803,600 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対
策事業

78

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査
により実態を把握し、対
策の基礎とするととも
に、原因者への指導の徹
底、市民・事業者への啓
発を行います。また、横
田基地における騒音被害
を低減する要請を継続し
ます。

横田基
地航空
機騒音
対策の
推進

企画財
政部

企画調
整課

基
地・
渉外
担当

継
続

市議会、横田基地周辺市町及び東京都と
連携を取りながら、国及び米軍に対し航
空機騒音対策を要請する。

国及び米軍への要請（45回）※決算額は
関係する協議会等負担金

A 193,000 総務費
総務管
理費

企画調
整費

渉外事
務

79

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

②有害化
学物質対
策の推進

35

都環境確保条例に基づき
事業所報告を指導すると
ともに、健康への悪影
響、生態系のかく乱につ
ながる有害化学物質の情
報収集を行い、中小事業
者や一般家庭向けに分か
りやすい注意喚起を行
い、市全体で有害物質の
拡散防止に取り組みま
す。

東京都
市環
境・公
害事務
連絡協
議会

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

26市で構成する東京都市環境・公害事務
連絡協議会への参加し、近隣市との連絡
調整・情報共有等を行い、有害物質の拡
散防止に取り組む。協議会6回、研修会等
３回。

協議会6回、研修会2回に参加。環境に関
する法改正や新たな環境問題の対応につ
いて、東京都や他市と有用な情報交換が
できた。

A 3,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対
策事業

80

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防止・
有害化学物
質対策

②有害化
学物質対
策の推進

35

都環境確保条例に基づき
事業所報告を指導すると
ともに、健康への悪影
響、生態系のかく乱につ
ながる有害化学物質の情
報収集を行い、中小事業
者や一般家庭向けに分か
りやすい注意喚起を行
い、市全体で有害物質の
拡散防止に取り組みま
す。

有害化
学物質
対策の
推進

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

都環境確保条例に基づく事業所報告を指
導するとともに、健康への悪影響、生態
系のかく乱につながる有害化学物質の情
報収集・提供、拡散防止に取り組む。

市内のアスベストやその他有害化学物質
等の公害防止を進めるための速やかな情
報収集・情報提供・報告等を行った。

A 0

81

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学校での環境教育を充実
するため、環境教育を支
援する体制の整備を継続
します。 環境学

習教員
研修

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

教員１年目（初任者）、２年目の教員及
び環境教育に関心のある小・中学校教員
を対象に、福生市の自然と環境について
学ぶ環境学習教員研修を実施する。

環境学習教員研修を2回実施。第１回
「フィールドで学ぶ」、第２回「福生の
自然の変遷 参加者　26人

A 51,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教
育事業
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82

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環
境教育とあわせて、地域
の特色を生かした学校独
自の環境学習の取り組み
を支援します。

理科支
援員の
配置

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

小・中学校の理科授業における体験的な
学習を充実させるため、観察・実験等の
支援を行う理科支援員を配置する。
〔配置対象学年〕
　小学校（5・6年）、中学校（全学年）

理科支援員活動時間:1025時間

A 1,045,500 教育費
教育総
務費

教育指
導管理

費

理数教
育推進
事業

83

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環
境教育とあわせて、地域
の特色を生かした学校独
自の環境学習の取り組み
を支援します。

学校に
おける
環境教
育の推
進

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

小学校４年生の社会科学習において、
「ごみのゆくえ」（環境課作成）を活
用。
各学校で総合的な学習の時間等におい
て、環境教育に係る取組を実施する。

・小学４年生の社会科学習において、資
料として「ごみのゆくえ」を活用
・総合的な学習の時間等に学習活動市民
講師を活用（活動回数12回）

A 0

84

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環
境教育とあわせて、地域
の特色を生かした学校独
自の環境学習の取り組み
を支援します。

学習指
導市民
講師に
よる指
導

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

学習指導市民講師（NPO法人自然環境アカ
デミー等）による指導を実施する。

学習活動市民講師活動回数：12回

A 36,000 教育費
教育総
務費

教育指
導管理

費

教育指
導事務

85

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やご
みの問題、地球環境問題
などについて知り、行動
のきっかけを作る情報発
信を進めます。

ふっさ
環境
フェス
ティバ
ル

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

環境問題に対する市民の認識を深め、意
識の醸成を図ることを目的に、環境月間
である６月に「第14回ふっさ環境フェス
ティバル」を開催する。市民や事業者に
より組織されたふっさ環境フェスティバ
ル実行委員会により企画・運営を行う。

第14回ふっさ環境フェスティバルを6月5
日に開催。　学童クラブけん玉ショー、
東京農工大学エコレンジャーショー、わ
くわくほうせい化学実
験ショー、時代組婆沙羅-BASARA-パ
フォーマンスショー、スタンプラリー、
リユース食器使用によるフードブース出
展、ダンボール迷路ほか。
参加団体：47団体　来場者：4,630人

A
1500,000

[692,877]
衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境教
育事業

86

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やご
みの問題、地球環境問題
などについて知り、行動
のきっかけを作る情報発
信を進めます。

福生市
の環境

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

環境に関する各種モニタリング情報を収
集し、計画の進捗状況を公表するため、
「福生市の環境」を発行し、ホームペー
ジへ掲載する。

福生市環境白書『福生市の環境平成27年
度版』を発行し、ホームページヘ掲載。

A 71,971 衛生費
保険衛
生費

環境保
全費

環境政
策事業

87

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やご
みの問題、地球環境問題
などについて知り、行動
のきっかけを作る情報発
信を進めます。

「かん
きょう
通信」

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

環境に関する情報等を発信するため、市
民編集員と協働し「かんきょう通信」を
発行する。
かんきょう通信の発行（年２回）

かんきょう通信を年2回発行（5月第40
号・2月第41号）。
かんきょう通信編集会議を各3回開催。

A 452,587 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政
策事務

88

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やご
みの問題、地球環境問題
などについて知り、行動
のきっかけを作る情報発
信を進めます。

環境学
習講座

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

エネルギ－の枯渇や地球環境への悪影響
といった問題が指摘され、家庭部門で排
出する二酸化炭素（ＣＯ2）は、増加傾向
にあるため、楽しく賢くできる家庭の省
エネについて、環境学習講座を市民講師
により行う。（福生スクラムマイナス
50％協議会事業）

市民を対象に、環境意識の醸成を図るこ
とを目的とする全２回の環境学習講座
「楽しくかしこく家庭の省エネ」を実施
した。参加者21人 A [6,000]

89

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やご
みの問題、地球環境問題
などについて知り、行動
のきっかけを作る情報発
信を進めます。

市民環
境大学
「ふっ
さECOカ
フェ」

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

「ふっさＥＣＯカフェ」と称した畑での
農作業体験型講座を実施し、環境学習
リーダー育成のための環境学習を推進す
る。

畑での農作業を通して、環境問題や環境
への負荷が少ない持続可能な暮らし方を
考えるきっかけとして全６回実施。延参
加者156人 A 702,000 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境教
育事業

90

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、
市内外のフィールドにお
ける学習機会を提供しま
す。

夏休み
子ども
見学会

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

継
続

夏休み子ども見学会を実施する（葛西臨
海水族園等1回）。

夏休み子ども見学会（葛西臨海水族園）
１回実施

A 9,480 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進
費

保護展
示事業
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会計区分 管理指標
実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

91

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、
市内外のフィールドにお
ける学習機会を提供しま
す。

地域・
市民の
環境学
習の推
進

教育部 公民館
白梅
分館

★
継
続

熊川分水たんけん隊　1コース１回
※前期計画で戦略プロジェクトに位置づ
いていた事業をこちらに落とし込みまし
た。

子ども・親子を対象に片倉跡地の熊川分
水を探検し、分水の成り立ちや自然につ
いて考えた。
実施場所：片倉跡地（森田製糸跡地）
1コース1回　参加者16人 A 41,776 教育費

社会教
育費

公民館
費

白梅会
館運営
事業

92

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、
市内外のフィールドにお
ける学習機会を提供しま
す。

青少年
を対象
とした
体験・
学習機
会の拡
充

教育部 公民館
公民
館

★
継
続

ジュニア自然体験教室　11回
①キャンププログラムの企画を参加者が
主体的に行う。②キャンプ後も定期的に
活動し関係を深めながら年間を通じた学
習活動を行う

・キャンプ事前学習４回実施（計８時
間）。延べ73人参加。キャンプの活動内
容、食事メニューなどの役割分担を自主
的に話し合い決めていった。
・キャンプ２泊３日（延べ56時間）奥多
摩湖畔山のふるさと村で実施。延べ66人
参加。事前に決めた内容を中心に具現化
していった。
・キャンプ保護者報告会１回実施。50人
参加。事業の報告と理解を深めるため参
加者の保護者を招待し、班ごとの発表や
昼食会を行った。
・野外実習2回実施（計10時間）。延べ24
人参加。学習と参加者のつながりの継続
のため、キャンプ実施後も集まる機会を
設けた。

A 297,800 教育費
社会教
育費

公民館
費

公民館
本館運
営事業

93

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

子どもや親子を対象に、
市内外のフィールドにお
ける学習機会を提供しま
す。

わくわ
く土曜
日「自
然観察
会」

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

継
続

自然観察会の開催（年２回予定） 自然観察会２回実施

A 40,000 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進
費

保護展
示事業

94

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

大人の学習意欲を引き出
し、楽しみながら学び行
動できるきっかけとなる
ような講座や企画、展示
を展開します。

地域・
市民の
環境学
習の推
進

教育部 公民館
松林
分館

★
継
続

まちづくり講座の中の一コマとして、座
学のほかにフィールドワークを実施し、
環境の視点からの学習を実施。

シュロの葉を利用して作品を作り、作り
方を主催のイベント等で教えた。また、
小学生向けに草笛を吹く講座を実施し
た。合計4回実施36名参加。 A 15,000 教育費

社会教
育費

公民館
費

松林会
館運営
事業

95

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

大人の学習意欲を引き出
し、楽しみながら学び行
動できるきっかけとなる
ような講座や企画、展示
を展開します。

地域・
市民の
環境学
習の推
進

教育部 公民館
白梅
分館

★
継
続

熊川分水に親しむ講座　1コース４回
※前期計画で戦略プロジェクトに位置づ
いていた事業をこちらに落とし込みまし
た。

熊川分水の歴史や地域の人々との関わ
り、今後の保全と活用を考えた。
熊川分水とは何かをまず参加者に知って
もらうことに重点を置き。歴史と自然か
ら熊川分水を学び、最終日にフィールド
ワークを行い、実際に熊川分水を見るこ
とにより市民が保全について考えるきっ
かけとなった。
１コース4回　延べ参加者40人

A 55,000 教育費
社会教
育費

公民館
費

白梅会
館運営
事業

96

環境教
育・学
習の推
進

③環境
学習を
支える
人材の
確保

37

環境学習講座等の中で環
境保全活動の実践や講師
となりうる人材を育成す
るとともに、すでに活躍
している人材のネット
ワークを整理する、環境
学習を支える人材の継続
的な確保を図ります。

環境学
習を支
える人
材の確
保

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

市民環境大学や環境学習講座等を通し、
環境マネジメントシステム市民監査委員
等、環境に関する人材の発掘をする。ま
た、環境に関する市民団体と連携し、情
報共有と共に人材の確保を図る。

福生市環境基本計画等改定市民会議を核
とした「ふっさ環境市民会議」が発足
し、環境学習を支える人材のネットワー
ク化が進んだ。

A 0
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平成28年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 中事業 指標 基準値 目標値
28年度
数値

協
働
事
業

No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名
区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係
先）

年度実施内容

会計区分 管理指標
実
施
評
価

指
標
評
価

決算額（円）

現況
（H26）

実績
（H28)

担
当
課

目標値（H32）
100%

燃料中
硫黄分

100.00% 100.00%
二酸化
窒素

100.00% 100.00%
地下水 96.70% 97.30%
工場排
水

95.50% 90.90%
航空機
騒音

50.00% 50.00%
主要な
道路騒
音

82.60% 84.80%

管理指標

環
境
基
準
達
成
率

大気

環
境
課

水

騒音

100%
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